
第６２回新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

  

日 時：令和４年６月３０日（木） 
            １７時３０分～ 

 
場 所：庁議室 

 

 

 議 題   新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 次 第  １ 開会 

      ２ 本部長指示 

３ 状況報告 

      ４ 閉会 
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病床使用率

重症病床使用率

【感染状況】 本日の感染者数 144人 減少傾向にあるものの、1日100人前後で推移

＜年代別＞ 引き続き、20代以下の若年層、30～50代の現役世代が多数
（6月の年代別割合） 20代以下：48.5％、30-50代：38.2％、60代以上：13.3％

【医療負荷】 病床使用率（9.0％）、重症病床使用率（0.0％）は、低い水準を維持

県内の感染状況について（6/30 (木)時点）
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(人)

感染者数は、５月下旬から減少傾向に転じているものの、
１日100人前後で推移（医療機関や高齢者施設のクラスターも複数発生）

➡ 引き続き注意が必要

感染状況

医療負荷

5月下旬以降
減少傾向

ＧＷを契機に増加
高止まり3/23

「ＢＡ・２」県内初確認



感染状況のレベルの引き下げ

項 目 6/30（木）時点

病床使用率 9.0％

重症病床使用率 0％

新規感染者（週/10万人）

（）内は１週間の新規感染者数

65.1人
（738人）

経路不明者（週/10万人） 45.2人

本日

まん延防止等重点措置が解除された
３月下旬以降、

約３か月間 レベル１水準

レベル０,１
感染要注意

レベル２ レベル３
感染まん延
特別警報

感染拡大
注意報

感染拡大
警報

病床使用率 20％未満 20％以上 30％以上 50％以上

重症病床使用率 同上 同上 同上 同上

新規感染者
（週/10万人）

20人未満 20人以上 30人以上 50人以上

経路不明者
（週/10万人）

上記の半分 上記の半分 上記の半分 上記の半分

GWを契機とした感染拡大が減少傾向に転じた
５月下旬以降、

約１か月間 減少傾向

レベル２「感染拡大警報」

レベル２「感染拡大注意報」

総合的に判断し、
【参考】モニタリング指標

引き下げ

2レベルは、医療負荷の状況をメイン指標としつつ、感染状況の指標を併せて見ながら、総合的に判断



最大 501 床 ⇒ 最大 503 床 に拡大（＋2床）

フェーズ４（410床）⇒ フェーズ２（269床）
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医療提供体制の充実・確保について

区 分 運用病床
医療圏別

南加賀 石川中央 能登

フェーズ４ 410 63 276 71

フェーズ２
( 本日から )

269 48 187 34

区 分 最大確保病床
医療圏別

南加賀 石川中央 能登

現 状 501 75 338 88

本日から 503 75 340 88

◎運用病床

◎確保病床

このほか、宿泊療養施設 2棟・630床 ➡ 病床・宿泊 計 1,133床

新たに公立つるぎ病院のご協力により最大確保病床を増床
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検査体制の充実・確保について

検査の種類 対 象 期 間

無料検査

<県内266薬局で実施中>

感染不安のある

無症状の県民の方

6月30日（木）まで

⇒ 7月31日（日）
まで延長

感染拡大・重症化リスクの
ある施設における

一斉検査

病院、介護施設等、
保育所等の職員

6月30日（木）まで

⇒ 7月31日（日）
まで延長

※症状のある方（発熱、のどの痛み等）は、診療・検査医療機関を受診してください。

◎無料検査・一斉検査の期間延長



(人)

ワクチン接種回数別 感染者数
（１万人あたり）

ワクチン接種の促進

• ３回接種済みの感染リスクは、

未接種・２回接種済みと比較して、 ４分の１～５分の１に低減

• 希望者への３回目接種は概ね完了したと考えられますが、

引き続き、若い世代 (10～30代) の皆様は、積極的な接種をお願いします

２回接種済比 全 体 76.8％（全国75.8％）

高 齢 者 94.9％（全国95.2％）

10～30代 55.8％（全国54.4％）
※12歳～

３回接種済比 0.81％（全国0.78％）
※４回目接種者数を、60歳以上の３回目接種者数で除した割合

◎３回目接種の状況（6/26時点）

◎４回目接種の状況（6/26時点）

７月から土曜のみ接種（360人／日（週））
※これまでは金・土・日

◎ いしかわ県民ワクチン接種センター
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R4.4月（1か月間）の県内感染者数を、
5/1時点のワクチン接種者数で除した数（1万人あたり）
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未接種 2回 3回

4分の1～5分の1

に低減

対象人口比 １ 回 目 21.4％（全国18.3％）

２ 回 目 19.8％（全国16.6％）

◎小児接種 (5～11歳) の状況（6/26時点）



（参考）県民の皆様へ

発熱などの症状がある場合の相談はこちら

 「石川県発熱患者等受診相談センター」

○ 0120-540-004（フリーダイヤル） 24時間対応（土日祝日含む）

○新型コロナウイルス感染症に感染された方へ
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/kannsennsha.html

○濃厚接触者・感染者と接触のあった方へ
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/noukousesshokusha.html

○診療・検査医療機関はこちら
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/zyusin.html

○無料検査に対応する薬局はこちら
○ https://www.pref.ishikawa.lg.jp/kansen/ippankensa.html
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石川県民飲食店応援食事券/石川県事業復活支援金について

石川県民飲食店応援食事券

◆販売冊数 35万冊（R4.6.29現在）

◆R4.7.2(土)～ 土日祝販売を開始
⇒従来の郵便局での販売（平日のみ）に加え、

商業施設等において土日祝販売を実施

＜土日祝販売 施設一覧＞
①のと里山空港 ②パトリア ③アル・プラザ鹿島 ④ロッキー羽咋店 ⑤イオンモールかほく
⑥香林坊大和（※） ⑦金沢エムザ ⑧イオン金沢店 ⑨イオンもりの里店

⑩イオンモール白山 ⑪イオンモール新小松 ⑫アビオシティ加賀
※香林坊大和は8/6(土)～販売

具体的な販売場所や販売時間等については、公式ホームページ等でご確認ください
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◆発行冊数 75万冊（総額90億円の需要喚起）
※当初50万冊に、6月補正で25万冊を追加

◆販売・利用期間 4.18(月)~9.30(金) 

＜事業復活支援金等の問合せ＞
石川県事業者支援ワンストップコールセンター:076(225)1920 ※9時～18時（土日祝も開設）



観光需要の喚起

４月 ５月 ６月 ７月 ８月

県民対象

ＧｏＴｏいしかわ
キャンペーン(仮称)

【期間】3/22～4/28

5/9～6/30⇒7/14

＜対象地域＞北信越・中部地域の全９県

（石川、新潟、富山、福井、長野、岐阜、静岡、愛知、三重）

※他県民は割引上限額5千円となります。

県民旅行割
（割引上限額１万円）

・国の制度改正に伴い、県民旅行割の期間を7月14日（木）まで延長
・さらに、７月前半からは、全国を対象とした需要喚起策を実施

全国対象

（7月旅行分の予約受付開始：6/22）
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延べ利用者数
約４1万人

うち、県外からの
利用者は約7万人



全国を対象とした需要喚起策の概要

県民旅行割 GoToいしかわキャンペーン(仮称)

対 象 中部・北信越９県 全 国

割引率 ５０％ ４０％

宿泊旅行
割引上限額

石川県民 １万円
他県民 ５千円

交通付旅行商品 ８千円
宿泊のみ ５千円

日帰り旅行
割引上限額

５千円 ５千円

観光クーポン
（宿泊・日帰り）

最大２千円
平日３千円
休日１千円

期 間
３月２２日～７月１４日

（ＧＷ除く）

７月※～８月３１日
（最繁忙期を除く）

※開始日や最繁忙期は国の発表を
踏まえ決定

利用者・事業者の双方で、感染防止対策の徹底をお願いします

一律
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県立学校における感染症対策について

「新しい生活様式」や「三つの密」の回避など、基本的な感染防止
策を徹底

感染リスクが高い部活動について、合宿、宿泊を伴う練習試合を
禁止してきたが、感染レベルの引き下げを踏まえ、制限を解除
（7/1～）

熱中症が命に関わる重大な問題であることを踏まえ、
・体育の授業、運動部の活動中、登下校時においては、
熱中症対策を優先し、マスクを外すよう指導

・一方で、マスク着用を希望する児童生徒に対し、適切に配慮

夏季におけるマスク着用について
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皆様へのお願い①

これから 夏休み の時期を迎えます

旅行や帰省などにより、
普段会わない人や大人数・長時間での
飲食の機会が増えるなど、
人との接触の機会が増加し、感染リスクが高まります

いつも以上に

感染防止対策の徹底
をお願いします
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皆様へのお願い②

家庭では

飲食の際には外出の際には

職場では

・定期的な換気、こまめな手洗いなど

・子どもへの感染防止対策を徹底

・高齢者や基礎疾患のある方は、
より慎重に

・なるべく少人数で黙食を基本

・会話の際にはマスク着用

・「いしかわ新型コロナ対策認証店舗」
の利用

※事業者は「業種別ガイドライン」遵守

・県をまたぐ旅行や帰省の際には、
感染防止対策を徹底

・体調が悪い場合や
混雑した場所、感染リスクが高い場所

⇒外出などは控える

・テレワーク、時差出勤、定期的な
換気など

・居場所の切り替わり（休憩室、更衣室、

喫煙室など）に注意

いつも以上に 感染防止対策の徹底 をお願いします
特に
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熱中症を防ぐために屋外ではマスクをはずしましょう

・ 屋外の散歩やランニング、通勤、通学等はマスクの必要はありません
・ 屋内でも、人との距離（2m以上）が確保でき、会話をほとんど行わない

場合は、マスクの必要はありません

・ 就学前の子どもには、特に夏場は、マスクをはずすことを推奨
・ 体育の授業、運動部活動の活動中、登下校時はマスクをはずす

マスク着用により、熱中症のリスクが高まります

熱中症に十分注意しましょう

注 意

暑さを避ける
・ 涼しい服装、日傘や帽子
・ 少しでも体調が悪くなったら、涼しい場所へ
・ 涼しい室内に入れなければ、外でも日陰へ

のどが渇いていなくても こまめに水分補給
・ １日１.２リットルを目安
・ 入浴前後や起床後もまず水分補給を
・ 大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

エアコン使用中も こまめに換気
・ 窓とドアなど２か所を開ける
・ 扇風機や換気扇を併用する
・ 換気後は、エアコンの温度をこまめに再設定

日頃から体調管理
・ 毎朝など、定時の体温測定と健康チェック
・ 体調が悪い時は、無理せず自宅で静養

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
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子ども・
児童生徒

特に運動時は忘れずに
マスクをはずしましょう



医療機関・高齢者施設における面会について

重症化リスクの高い入院患者・入所者の感染防止のため、
面会には一定の制限を設けていますので、ご留意ください

○ 大人数・長時間の面会はお断りすることがあります。
（人数・面会時間の制限）

○ 基本的な感染対策（体調確認・マスク・手指消毒等）に加え、
面会場所を限定（換気・距離・大部屋は避ける等）したり、
一定の距離をとっていただく場合があります。

○ 医療機関では、面会の必要性・重要性が高い場面（新生児・小児､
出産立ち会い､看取りなど）以外の面会をお断りすることがあります。

※ 詳しくは、各施設にお問合せください
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第3回いしかわ県民抗体保有調査（途中結果報告）

・3回とも同じ種類を接種した場合(「ファイザー→ファイザー→ファイザー」、「モデルナ→モデルナ→モデルナ」)、

交差接種をした場合(「ファイザー→ファイザー→モデルナ」、「モデルナ→モデルナ→ファイザー」) 、

いずれも十分な抗体価（抗体の量）の上昇を確認。
※ 第2回調査時（2回接種済、3回目未接種）の値との比較で、いずれの場合も、抗体価が14倍以上上昇（中央値比）

・3回目未接種の場合、抗体価は、2回接種のみの場合（第1回調査時）と比較して、

約4割以下に低下。
※ ファイザーは0.41倍、モデルナは0.28倍に低下

◎3回目接種の効果

・今回の調査では、3回とも同じ種類を接種した場合と、交差接種をした場合の、いずれも、
3回目接種後に副反応があった方ほど、抗体価が高い傾向が見られた。
※ 寒気、倦怠感、頭痛など副反応のあった方は、なかった方よりも、抗体価が1.1～1.5倍強高い結果

・分析対象者：第3回調査参加者1,578人中1,000人（検体の解析終了分）

・検体採取時期：今年5月14日～22日（第1回調査：昨年10月下旬、第2回調査：今年1月下旬）

◎ モデルナ３回目接種後の副反応

・モデルナの3回目接種は、1､2回目の半量。

モデルナ３回接種後の副反応は、2回接種後との比較で有意に軽減。

市村アドバイザー
説明資料


